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最近の仕事

• Redshiftをバックエンドにした分析基盤 

• esminc/adhoq を弄ってプルリクを出す 

• Railsアプリのリファクタリング/改善



あるページの 
表示までの時間

7sec over 
(development)



これはひどい



他人事ではない



Railsは遅くないが 
何も考えてないと 
「遅くなる」

https://flic.kr/p/9U8CDz



遅くなる要因
• クソクエリ 

• 無駄なクエリ発行とN+1 

• ActiveRecordのインスタンス化コスト 

• 多過ぎるpartial view 

• そもそもビジネスロジックの実装が(ry



例を見ていく



クソクエリ
ビューからカジュアルに 
Userをcountする 



クソクエリ
poor man’s search engine



無駄クエリ
N+1



無駄クエリ
再帰呼び出しの中でクエリ発行



無駄クエリ
少しづつ違うRelationを何度も呼ぶ



無駄クエリ
複数の子から呼ばれる親



ARのインスタンス化コスト
serializeの罠



ARのインスタンス化コスト
大量のカラムと不要なインスタンス化



過剰なpartial view
不要なものまで全部renderして隠す



過剰なpartial view
jbuilderが割と重い



一つ一つは 
数十msの無駄が 

積み重なると数百msに



ちなみに 
最近で一番やばかったのは



ARのインスタンス化コスト
serializeの罠







7sec over

1.5sec



無駄と戦うために



DBの 
気持ちを知る



検知と計測のための 
ツールを知る



activerecord-cause 
SQLが実際に発行された場所のバックトレースを出す



bullet 
N+1や使われていないeager load, 
counter cacheを検知する



rack-runtime 
rack層でリクエストにかかった時間を計測して返す



rblineprof & peek 
アクセスを処理する際の行毎の処理時間を表示する 

rack-lineprofもある



stackprof 
stackprof-webnav 

どの処理がどこから呼ばれて、どれくらいの時間を使っているのか 
スタックをどんどん掘って見ていくことができる



ざっくりまとめ
• DBアクセスの基本を守る 

• 無駄なクエリを呼ばないこと 

• cacheに頼るのもいいが根本的に解決できるならその方
が良い 

• モデル層のパフォーマンスはあらゆる箇所に影響する 

• serialize(特にYAML)はヤバイから気を付けて使うべし 

• 計測が大事。計測ツールをすぐ使えるように覚えておこう



最も大事なこと



割れた窓を放置しない


